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      図表 VII-2：Elsevier 社 電子ジャーナル利用の推移 
 
VII.2.3. データベース 
1985 年 11 月にオンライン情報検索サービス（JOIS, DIALOG）が開始された。当時の
データベース検索は電話回線経由で学外のデータベースを検索するものであった。検索用
のコマンドが特殊であったこと、分単位で利用料金が課金されたことなどから、検索に慣
れた図書館職員が利用者に代わって代行検索をしていた。1987 年には NACSIS-IR が導入





1990 年 8 月にスタンドアロンのパソコンで利用する CD-ROM（CD-HIASK 等）が導
入され、この種のデータベースを検索する際に利用料金を気にする必要がなくなった。
1995 年 5 月に CD-ROM サーバを用いた MEDLINE の運用が始まり、学内からであれば
ネットワークを介してデータベースを自由に利用できるようになった。1996 年 5 月に
GeoRef、1997 年 1 月に PsycLIT が導入されている。このようなイントラネットで利用す
る CD-ROM サーバの利用件数の推移を図表 VII-4 に示す。 














































































































































     図表 VII-4：イントラネット版 CD-ROM サーバ利用件数の推移 
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 は全学的に高まり、このことが多くのデータベース導入につながっている（主なものだけ
でも 2001 年に Web of Science、2002 年に SciFinder Scholar, 2005 年に Scopus 及び朝日
新聞聞蔵(2006 年に聞蔵 II にアップグレード)を導入している）。また、1996 年の
PubMed(MEDLINE)の無料公開、1998 年の NACSIS-WebCAT の公開、2002 年の国立国
会図書館・雑誌記事索引の公開など、従来有料であったデータベースの無料公開が進んだ
ことは、イントラネット版データベースの利用件数が減少する要因の一つとなり、2007
年 1 月をもって、その大部分のデータベースの提供が終了している。 













   図表 VII-5：インターネット版 DB（Web of Science , Scopus）の利用件数の推移 
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 必要となるので、そう簡単に追加することもできない。当面は利用実態を分析し、対応方
法を検討していく必要がある。 
 2003 年度 2004 年度 2005 年度 2006 年度 
利用件数 = a 56,450 59,306 57,033 70,453 
利用不可件数 = b 50,694 60,569 67,366 59,515 
接続成功率 = a / (a + b) 53% 49% 46% 54%
          図表 VII-6：SciFinder Scholar の利用件数とアクセスができた割合 
京都大学では現在、60 以上のデータベースが導入され、研究・教育のために利用されて
いる。主なものだけでも次のようなデータベースが導入されている。 
Web of Knowledge, 医中誌 Web, MathSciNet, CSA Illumina, CINAHL, AGRICOLA, 



























































































































      図表 VII-7：主な電子ブックの利用件数推移 

























先にも述べたとおり、本学の蔵書目録は 1988 年 9 月に附属図書館内から検索すること
ができるようになった。1995 年には telnet による利用が可能となり(telnet 版 OPAC は
2000 年 8 月にサービスを終了)、1996 年 1 月には、その一部が学外からも利用できるよう
になっている。1998 年 1 月には wwwOPAC を導入した。図表 VII-8 は、蔵書目録
（OPAC/KULINE）の検索回数の推移である。蔵書目録の利用件数は安定しつつあるもの
の漸増傾向にある。1998 年度には、蔵書目録利用件数の 90％が学内からの利用であった
が、2006 年度には 75%になっている。図表 VII-8 からは、学内からの利用件数に大きな
変化はないこと、学外からの利用が増加していることが読み取れる。 




































































貴重資料画像データベースでは、2007 年 12 月現在、3,357 点、436,043 コマの貴重資料
画像が公開されている。 
貴重資料画像データベースは、学外からとてもよく利用されている。利用件数の推移を
図表 VII-9 に示す。利用の 90%以上が学外からのアクセスとなっている。2006 年度によく
利用された資料は次の通りである。 
第１位「維新資料画像」       第２位「古地図コレクション」 
第３位「文学史年表」        第４位「フランス建築・地誌コレクション」 
第５位「国宝今昔物語集」 
これらの画像は、出版物に転載されたり、放送で活用されることも多い。 






























































    図表 VII-9：貴重資料画像利用件数の推移（アクセスのあった総ページ数） 
 
VII.3.3.3. 貴重資料画像データベースの今後 
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 1995 年 文部省科学研究費補助金を得て、「維新資料画像 DB」、「蔵経書院本目録 DB」
を作成した。 












 1998 年 京都大学電子図書館稼働（１月６日。なお、３月２日には披露式を開催した） 
2. 飛翔（1998～2003） 












「2000 年京都電子図書館国際会議」を開催（11 月）。 
3. 黄昏坂ですれ違ったものは…（2003～2005） 




4. 日はまた昇るか（2005～ ） 
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 Registry of Open Access Repositories (ROAR)（http://roar.eprints.org/）には 2008 年 1
月時点で世界の 987 の機関リポジトリが登録されている。日本からは 45 のリポジトリが
登録されており、これは世界第 5 位となる（米国 225、英国 107、ドイツ 83、ブラジル
55、日本 45、カナダ 42、フランス 39、スウェーデン 35、オーストラリア 34、スペイン
32、その他）。 
日本では、2004 年度に国立情報学研究所と 6 大学が共同で機関リポジトリ・システム
の実装実験を行っている。2005 年度に 19 大学にリポジトリ構築のための予算が配分され、











図表 VII-10： リポジトリの仕組み 
 
 














図表 VII-11 は、国内 53 機関の機関リポジトリに収録されているコンテンツ 237,888 件
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 の内容別内訳である。紀要論文が全体の 54%を占めており、次いで学術雑誌論文 19%、学





    国内５３機関 割合
1 紀要論文 129,308 54%
2 学術雑誌論文 46,025 19%
3 学位論文 25,224 11%
4 その他 21,255 9%
5 研究報告書 7,149 3%
6 一般雑誌記事 4,235 2%
7 会議発表論文 2,069 1%
8 図書 869 0%
9 会議発表用資料 571 0%





11 データ・データベース 440 0%
12 教材 202 0%
13 プレプリント 91 0%
    237,888    
  図表 VII-11：国内の機関リポジトリのコンテンツ内訳（53 機関 237,888 件） 






2005 年 11 月に役員会のもとに学術情報リポジトリ検討委員会が設置され、さらにその
下にシステム構築作業部会、コンテンツ形成作業部会、制度整備作業部会が設けられた。
この中で機関リポジトリ・システムの導入・運用、制度整備、コンテンツ構築、広報活動
などが進められてきた。2007 年 4 月には３つの作業部会を１つの作業部会（システム運
用作業部会）に統合している。 
システムとして DSpace（→コラムを参照）を採用し、2005 年から構築を開始し、2006
年 6 月 7 日に試験公開、10 月 2 日に正式公開した。 
機関リポジトリの構築にあたっては、登録を促進するため、研究者の負担をできるだけ
軽減する工夫を重ねている。登録にあたって研究者は、申請書とコンテンツを附属図書館




2006 年 12 月に桂キャンパスにて、公開事業「発信する学術情報コンテンツ－京都大学
学術情報リポジトリ構築のために－」を開催した。学術情報流通の世界的な流れや京都大
学での現在の取組みの状況などが報告され、学内外から参加者が約 70 名あった。 
2007 年 1 月にはこうした進捗状況を総長に報告し、総長の研究成果のリポジトリ登録
を進めることとなった。 
2007 年 10 月に吉田キャンパスにて、公開事業「大学のたわわな果実がどれほど甘く熟
しているかをじっくりと味わうには：機関リポジトリによる教育研究成果の発信と効果的
利用」を開催し、学内外から 109 名の参加者があった。 
図表 VII-12 に京都大学におけるリポジトリ登録コンテンツ数の推移を示す。2007 年 9








































































































    図表 VII-12：京都大学におけるリポジトリ登録コンテンツ数の推移 
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    京都大学 割合 
1 紀要論文 8,478 37%
2 学術雑誌論文 7,326 32%
3 その他 4,162 18%
4 一般雑誌記事 2,377 10%
5 会議発表論文 168 1%
6 研究報告書 148 1%
7 図書 38 0%
8 学位論文 36 0%
9 会議発表用資料 7 0%
10 データ・データベース 4 0%
11 教材 2 0%
12 テクニカルレポート 1 0%
13 プレプリント 0 0%
    22,747    



























開発した、デジタルリポジトリシステムである。Registry of Open Access Repositories 








  □必要環境 
インストールに必要なシステムは、以下の通りである。 
OS：UNIX 系 OS、Windows 
言語：Java 
データベース管理システム：PostgreSQL または Oracle 
Web コンテナ：Apache Tomcat 
ソフトウェア構築ツール：Apache Ant 
□DSpace のバージョン  
最新版は、2007 年 5 月にリリースされた DSpace 1.4.2 である。京都大学のリポジトリ
では、2007 年 8 月からこのバージョンを採用している。それ以前に採用していたバージ
ョン 1.4（1.4.2 との間に 1.4.1 が 2006 年 12 月にリリースされている）からの機能強化と
しては、HTML の title タグへのタイトル情報の挿入、問い合わせ先に対するスパム対策、
管理者画面へのリンク追加などがある。 
次期メジャーバージョンアップとして、DSpace 1.5 が予定されている（2007 年第 4 四
半期リリースを予定していたが、遅れている）。主な変更点として、ソフトウェア構築ツー








10 月にローマで開催された。次回は、2008 年 4 月に英国の Southampton で Open 









GNU EPrints, XooNIps, E-Repository, iLisSurf e-Lib, Infolib-DBR, Digital Commons 
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◆ 海外のリポジトリ事情 －クイーンズランド工科大学の事例－ 
オーストラリアの大学では、機関リポジトリについて先進的な取組みをしているが、そ
の中でも最も進んだ取り組みをしているクイーンズランド工科大学（Queensland 
University of Technology、QUT）に赴き調査する機会を得た。その一端を紹介したい。 
クイーンズランド工科大学（Queensland University of Technology、QUT）は、オース
トラリアのクイーンズランド州に位置し、28,000 人の学生を有する、比較的歴史の浅い大
学だ。QUTでは、図書館が中心となって機関リポジトリ（QUT ePrints、2003 年 11 月よ
り正式公開、（http://eprints.qut.edu.au/））事業に取り組んでいる。 

























の成功を収めているのではないだろうか。（2006 年 3 月に訪問し調査） 

























































（ILIS）導入。主記憶装置 12MB、ディスク容量 7.56GB、端末台数 
30 台、構内専用回線。1988.9 に OPAC 目録検索用端末を導入。 
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 第２期（1990.1～）汎用機(M360)。主記憶装置 24MB、ディスク容量 15GB。 
KUINS を利用。1990.10 より OPAC-TSS 開始（学内から検索可能と 
なる）。端末台数 110 台。 
第３期（1994.1～）汎用機(M1400)。主記憶装置 60MB、ディスク容量 25GB、端末台数 
121 台。1995.4 に閲覧システムを更新（White River）。 
第４期（1998.1～）クライアント・サーバ方式の導入（iLiswave）。電子図書館システム 
(iLisSurf)運用開始。wwwOPAC 導入。業務用パソコン 240 台。 










・電子ジャーナル・アクセス管理システム（Serials Solutions 社  Access and 
Management Suite(A.M.S. 現 360 Core)を 2006 年 4 月に導入） 
・リンクリゾルバ（Serials Solutions 社 Article Linker（現 360Link）を 2006 年 4 月
に導入） 
・統合検索システム（未導入） 
・文献情報管理ツール（EndNote Web を 2006 年 12 月に導入） 
・My Library（富士通社製 My Library を 2004 年 4 月導入、2008 年 4 月更新） 
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「LinkSource（EBSCO）」、「360 Link（旧 Article Linker）（Serials Solutions）」、「Ovid 
LinkSolver（Ovid）」、｢SFX（ExLibris）｣、｢SwetsWise Linker（Swets Information 
Services）｣、｢WorldCat Link Manager（旧 1Cate）（OCLC）｣ 
 
３.統合検索（Federated Search） 
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＊ 本文中の URL は、2008 年 2 月 6 日確認済み 
 
 VII.5. 附録：図表の数値 
図表 VII-2.Elsevier 社 電子ジャーナル利用の推移 
2000 年度 2001 年度 2002 年度 2003 年度 2004 年度 2005 年度 2006 年度 





























JOIS 9 18 19 15 14 39 51 27 20 3 2 6  
DIALOG 45 51 37 43 52 57 113 87 48 13 22 8 9 
NACSIS-IR   123 370  485 388 291 103 332 383 170 












JOIS 9 3 9 8  
DIALOG 13 31 31 4 1
NACSIS-IR 169 45 70 11  
その他 1 4    






















bail 版種類数 3 種 3 種 3 種 ６種 16 種 17 種 17 種 17 種 22 種 22 種
雑誌記事索引・朝日
新聞・その他 
972  16,642  11,089 11,783 16,803 10,404 4,576 1,859  2,150  1,032 
MEDLINE/ERL 72,138  78,317  74,506 46,157 23,146 13,254 9,037 4,331  2,219  1,133 
PsycINFO/ERL 1,302  3,714  5,367 5,152 5,250 5,343 5,622    
GeoRef/ERL 1,301  4,347  4,325 3,583 3,831 3,700 4,169 3,924  3,281  336 
Zoological Record/ERL 632 1,521 1,636 1,572 2,045 1,436  1,396  1,009 
ERIC/ERL     150 941 1,508 646  335  197 
 75,713  103,020  95,919 68,196 50,816 35,214 26,957 12,196  9,381  3,707 
図表 VII-5.インターネット版 DB の利用件数の推移 
 2001 年 2002 年 2003 年 2004 年 2005 年 2006 年 2007 年 
Web of Science 170,910 240,247 336,276 444,659 490,557 538,396 564,108 
Scopus     30,320 68,247 101,942 
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 図表 VII-7.主な電子ブックの利用件数推移 
 Jan-06 Feb-06 Mar-06 Apr-06 May-06 Jun-06 Jul-06 Aug-06 Sep-06 Oct-06 Nov-06 Dec-06
化学書資料館       205 1507 434 698 882
理科年表        26 54 87 46 43
Books Ovid 27 21 40 74 51 42 32 36 21 28 44 38
LNCS             
 
 Jan-07 Feb-07 Mar-07 Apr-07 May-07 Jun-07 Jul-07 Aug-07 Sep-07 Oct-07 Nov-07 Dec-07
化学書資料館 708 840 627 971 546 1450 1424 499 725 1001 1473 855
理科年表 31 29 22 38 40 47 26 13 5 51 42 25
Books Ovid 39 14 15 70 43 42 30 18 34 49 38 20
























学内 161,587  888,553  1,109,455 1,216,683 2,168,204 1,326,234 1,395,451  1,421,153  1,493,029 1,428,350 
学外 17,068  93,372  132,860 208,702 427,664 330,080 372,352  423,774  474,702 479,781 
全体 178,655  981,925  1,242,315 1,425,385 2,595,868 1,656,314 1,767,803  1,844,927  1,967,731 1,908,131 
学内の
割合 
























学内 81,552  422,577  436,865  646,857 998,052 1,122,741 1,101,177  1,097,564  1,087,551 909,628 
学外 89,676  1,219,451  3,087,565  5,429,617 9,872,091 9,127,480 12,973,303  19,195,884  21,406,674 23,242,927 
全体 171,228  1,642,028  3,524,430  6,076,474 10,870,143 10,250,221 14,074,480  20,293,448  22,494,225 24,152,555 
学外 
割合 
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図表 VII-12.京都大学におけるリポジトリ登録コンテンツ数の推移 
  2006             2007     
  6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
メタデータ 8,920 8,920 8,945 8,957 9,297 9,302 9,357 9,402 9,495 11,107 
本文(内数) 9 9 25 33 38 42 97 141 234 417 
  2007                 2008 
  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 １月 
メタデータ 12,858 14,451 17,821 17,905 19,247 22,142 22,186 22,234 22,713 22,747 
本文(内数) 2,167 3,760 7,116 7,197 8,306 11,132 11,386 11,439 11,730 11,850 
 
図表 VII-14.京都大学学術情報リポジトリ利用件数の推移 
 2007            
  1 月 ２月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月
アクセス件数 1,441  1,678  2,689 7,439 28,778 33,129 30,926 45,660  75,451  46,214 55,445 59,435 
メタデータ件数 9,402  9,495  11,107 12,858 14,451 17,821 17,905 19,247  22,142  22,186 22,234 22,713 
本文件数 141  234  417 2,167 3,760 7,116 7,197 8,306  11,132  11,386 11,439 11,730 
 
 
